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学習者 の 自律性 を引 き出す発音指導 の実践
一中国語を母語とする学部留学生の総合日本語講座における試みとして一
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要旨:中上級者向けの総合テキス トを使用 した学部留学生対象の日本語講座において、語頭また
は句頭の高 さの違いに注 目した"abc"の 三つのアクセントタイプによる判別練習や、 ドラム
音のCDを 併用 した発音練習を行 った。指導にあたっては、学習者が自ら気づき、考え、意欲的
に取 り組めるよう働 きかけ、導いた。学習効果が観察 されたため、 これらの方法 と結果について
報告する。3モ ーラ語のアクセントについての聞き取 りテス トでも、指導の実践前後で有意差を
もって向上がみとめられた。
キーワー ド:中国出身の学部留学生、 自律性、アクセントタイプabc、AD図、合成語
1.は じめ に
外国語を学んだことがある者なら、その言語 らしい自然な発音で話 したいと皆願うことだろう。
日本語教育学会が行 った調査(日 本語教育学会編1991)でも、「自然な発音 ・イ ントネーション
で話す」が学習者の要望の第2位 にあがっている。特に、聞き手(日 本語母語話者)の 評価が次
第に厳 しくなる中上級 レベルの学習者においては、重要な課題だと推察 される。専門分野の研究
発表や就職活動などで、より自然な発音が求められるためである。 しかし、 こうしたニーズに対
して音声専門の講座が用意 されている教育機関はまだ少なく、ひらがな導入時の単音や特殊拍 と
いった入門期の学習を除いて、発音指導は体系的に行われていないのが一般的である。
それでは、音声以外の講座での発音指導は、 どのように行 ったらいいのだろうか。発音が原因
によるミスコミュニケーションは、実際、授業中にも数多 くみられるが(例:学 習者は 「実感が
ない」 と言いたかったのに、教師には 「時間がない」と聞こえて しまった)、誤用部分のモデル
音(例:[じ っかん])をリピー トさせて訂正するだけの指導にとどまりがちである。学習者が音
声上の問題点を根本的 ・具体的に理解できなければ、その場では正 しく発音できても誤用を繰 り
返 して しまうか もしれない。また、なぜ訂正の必要があるのか明確な動機づけ(motivation)
が示 されなければ、指摘そのものが学習者の意欲を低下 させることにもなりかねない。
小河原(1998)は「自己モニター」すなわち 「学習者が、妥当な発音基準を意識的に持 って発
音 し、 自分 自身の発音が基準 どおりに発音できているかどうか、 自分で聴覚的に判断し、 自己修
正すること(小河原1998:11)」が自律的な発音学習を促すものとして有効だと述べている。何が
どう違 うのか、 どうしたら自然な発音に聞こえるのか基準を明確にし、学習者 自身が気づき訂正
できるような指導を行 うことが大切だと思われた。
しかし、発音基準は学習項 目によっても異なり様々である。学習者の意欲を削 ぐことがないよ
う、 どの項 目に焦点を絞 って指導を行い、いかに効果的な動機づけができるかも、重要な課題だ
と思われた。赤木(2011)は「学習や学習項 目を意識化 ・焦点化 した発音指導は、(学習過程で)
学習者の気づき、学び、振 り返 りを促 し、モチベーションに影響を与える」 とし、 さらに 「モチ
ベーションは発音の学習 目標達成にも大 きな影響がある(赤木2011:64)」と結論づけている。
本稿では、 これらの研究結果を参考に、2011年度に担当したA大学(1)の学部留学生対象、総合
テキス ト使用の日本語講座4ク ラスにおける発音指導を振 り返 り、検討を行 う。
2.目 的
2.1学 習者
学習者は全員が中国出身(遼 寧、山東省など北方地域が大半)の 留学生で、経営学部 と人間福
祉学部で学ぶ1年 生から3年生の計49名である(男子23名/女子26名)。多 くは高校卒業後に中
国国内の日本語学校などで1年間学んだのち留学生試験に合格 し、半年のブランクを経て来 日し
ている。その後、A大 学留学生別科において1年間学び、学部に入学 した学習歴3、4年 の中上
級者である(来 日後すぐに学部入学 し、学習歴が2年 に満たない者 も約2割 いる)。韻律 レベル
において、主 として次のような問題点がみられた。
① アクセント:合成語に関して、複合語が別々の語 として発音 されたり(例:ス ポーツ大会
[スポ　ーツ][たいかい])、接尾辞が2型 で産出されたりといった傾向が目立つ(例:
積極的[せっきょくて　 き]、運動する[うんどうす　 る])。
② イ ントネーション:一つの大きなヤマとして高さが 保てない傾向がある(例:東 京から
名古屋まで[と うきょうか　 ら なごやま　で])。
③ リズム:特殊拍の長 さがうまく実現 されない。
その他、 自信がないためか全体に声が小 さく不明瞭な点 も憂慮 された。
2.2指 導目標
2.1の問題点のうち、 ①の 「複合語」「～的/性 などの接尾辞を伴う語」「する動詞」は使
用の総合テキス トに相当数みられたが、他の教科の学習や日常会話でも使用頻度が高いと想像さ
れ、 これらの発音が改善 されるだけでも、聞き手の印象がかなり良 くなるものと思われた。幸い
合成語のアクセントは後部要素によって決まるものが多 く、規則的に記憶 ・産出がしやすい。妥
当な発音基準が得 られれば、専攻学部の講座で必要な用語(例:～ 会社、～サービス)に も応用
でき、学習者のモチベーション向上にもつながることだろう。 こうした理由から、①の合成語の
アクセントを中心に指導を行 うことにした。
しかし、それにはまず個々の語のアクセントについての意識化が必要である。 日本語のアクセ
ントとは 「個々の語句について、社会的習慣 として決まっている相対的な際立たしさの配置」を
いう(「国語学大辞典』1980:6執筆は金田一春彦)。東京式アクセントでは大きく、下が り目
のない平板式アクセントと下がり目のある起伏式アクセントに分類 され、 さらに起伏式は下がり
目の位置によって、頭高型 ・中高型 ・尾高型に分 けられる。そこで、「アクセ ントの下が り目の
有無」が分かること、下がり目がある場合は 「どこにあるか」が意識できるようになることを目
標 として掲げた。
2.3ア クセン ト型について
磯村(1996a)は、学習者が日本語アクセントを正 しく発音するためには、単語 ごとのアクセ
ント型の違いを認識 し、区別 して発音するよう意識化することが有効であると指摘 した。意識化
の過程では、母語話者の発音する音声について、学習者がアクセント型の違いをどれだけ聞き分
けられるかがアクセントの習得にかかわってくるとも述べている。
また、磯村(1996b)では、北京語母語話者のアクセント型の知識 と聞き取 り能力の関係を分
析 し、聞き取 りの成績が良い者 ほど型をよく覚えている傾向があるとした。聞き取 りの正答率は
頭高型、平板型の順に高 く、中高型は低かった。4～5拍 の中高語では皆一2型 に聞き誤 る傾向
がみられたという。頭高型 と平板型は語のアクセント型を記憶 していなくても聞き取れるが、中
高型の場合は正確に核の位置を聞き取 るのが極めて困難なため、意識 して正確に記憶 していく必
要があると結論づけた。
以上のことから、アクセント型の習得においては中高型が一つの鍵になると思われた。
3.方 法
3.1聞 き取 り・発音練習のためのアクセントタイプ"abc"
指導 目標である 「アクセントの下がり目の有無や位置」を聞き取 ったり、発音練習を行 ったり
する際、「平板型 ・頭高型 ・中高型 ・尾高型」 という分類や呼び方は適切だろうか。尾高型は主
に名詞 の分類 に用 い られ、助詞 や助動詞 が後続 しなければ下 が り目はな く、平板 と同様 に聞 こえ
る(例:花[は な ])。また、 これ ら四つの型名 は発音 が難 しく思 われた。 そ こで、 アクセ ン ト
について シンプルに導入 す るため、次 の3タ イプに分類 す ることに した。
aタ イプ 語頭 または句頭 で下 降 して、 そのまま
bタイプ 語頭 または句頭 で上昇 して、 そのまま
cタイプ 語頭 または句頭 で上昇 して、 その後 どこかで下 降
図1ア クセ ン トタイプabc
東京式 アクセ ン トで は、「i.1拍目 と2拍 目の高 さが異 な る」ため、語頭 の高 さの配置 は判別
の最重要 ポイ ン トであ る。語頭 に注 目す ると、 図1のaの よ うに下 が るか、bの よ うに上 が るか
に大 別 され(2)、「h.1語 の中では1度 下が った ら、 もう上が らない」 とい うルールか ら、語頭
で上昇 して、 その後 どこかで下 降す るcの 三 つの タイプに分 け ることがで きる。句 の レベルで も
同様 に分類 で き、合成語 の判別 に も利用可能 であ る。
aタ イプは、頭高型 ア クセ ン トの語頭 または句頭 の2拍(例:ま いにち、 き ょうか ら)を 、b
タイプ は平板型 ・尾高型 ア クセ ン トや合成語 の語 頭 または句頭 の2拍(例:む す こ(が)、 むす
め、 わた しの犬、 い っぱん的、 にほん語)を 表 す。cタ イプは中高型 の語 のほか複合語 や助詞 ・
助動詞 が後続 す る場合 の尾高型 の句 な ども表 す(例:～ 料理 「りょ うり」、むす め が)。つま
り、 聞 こえた とお りに、語句 の高 さの配置パ ター ンを判別 す るのであ る。
これ ら三 つのア クセ ン トタイプを毎授業 時ホ ワイ トボー ドにマ グネ ッ トパ ネルで提示 し、 いつで
も見 て判別 ・発音練習 がで きるよ うに した。
3.2前 期授業 での実践(4月 ～7月 の13回)
前期2回 目の授業 で、学習者 に3.1の 「ア クセ ン トタイプabc」 を導入 し、東京式 ア クセ
ン トにつ いて前 述のi.i.のほか、 「ii.特殊拍(長 音 ・撥音 ・促音)や 連母音 の次 の音で は下
が らない」 とい うルールを簡単 に説 明 した。
3回 目の授業 か ら、 これ らのア クセ ン トタイプを用 いて、 テキス ト新 出語 の練習 や本文 ・作文
の音 読、発 話時 などに際だ った誤 りがみ られた場合、 適宜指導 を行 った。 例え ば、誰 かが政治
[せ一 じ]を[せ い じ]と発音 した場合 、「今 の タイプは?」 と、 まず"そ のまま"aと 判別 させ
た。 次 に、学習者全 員の問題 と して それが誤 りで あることを伝 え、 「間違 えて も大丈夫!他 の
タイプで言 ってみよ う」 と問 いか けを行 った(た だ し、東京 アクセ ン トに関す るルールiii.から、
この場 合cタ イプは無 い ことを確認)。す ると、学習者 はホワイ トボー ドの図1(マ グネ ッ トパ
ネル)を 見 なが ら、各 自bタ イプでの発音練習 を始 めた。正 しいア クセ ン トタイプがbで あ るこ
とを全員 で確認 し、再 び発音練習 を行 った。
この練習 ではまず、学習者 が 「発音 した語句 のア クセ ン トタイプを"そ のまま"聞 き取 とれ る
こと」、次 に 「モー ラ間 の高 さの配 置パ ター ンを コン トロール しなが ら、他 の タイプで も発音 で
きること」、 そ して 「その発音 した音声が 目標 のア クセ ン トタイプと一致 してい るか ど うか、聴
覚 的に 自分 で判 断で きること」 が求 め られ る。知覚→生成→知覚 の繰 り返 しによ って 「自己モニ
ター」能力 の育成 を クラス全体 で行 う方法 であ る。
また、 毎授業 の終 わ りに2～3分 程度、AD図(ア クセ ン トダイ アグラム)(3)を使用 した発音
練習 を行 った(図2)。
例)学 生(b)、 生活(b)、 生活 す る(b)、 ～生活(c)
図2AD図 表記 の1例(斜 線部 分 は特殊拍を含む音節)
この表記法 では 日本語 の リズム とア クセ ン トを同時に表 す ことがで きる4)。語句 の音声 の長 さ
(リズム)と 高 さ(ア クセ ン ト)の 配置パ ター ンを 目で確か めなが ら、 日常生 活や専攻学部 に関
す る用語 を取 り上 げて練習 した。
は じめ学生 は こうした練習 に不慣 れな様子 だ ったため、反応 を見 なが ら慎重 に進 めたが、徐 々
に打 ち解 け距離 が縮 ま るにつれて、指示 や問いかけに も積極 的に応 じて くれ るよ うにな った。前
期後半 のあ るとき 「学校」 の促音 がなかなか うま く実現 されなか ったため、 ジャズや ロックで リ
ズ ムパ ー トと して用 い られ る ドラムの音(16ビ ー ト)を 制作 し、 そのCDを 流 しなが ら発音練
習(5)してみた ところ、[がっこう]の大合唱 となった。以後 このCDを たびたび使用 した。 また、
「先生、実感 と学校 は同 じ(パ ター ン)で す ね」 とい った フィー ドバ ック もあ り、後期継続へ の
手 ごたえを得 ることがで きた。
3.3後 期授業 での実践(9月 ～翌年1月 の15回)
前期 で育 ち始 めたア クセ ン トと リズムの感覚 を伸 ばすため、学習者 の 自律性 を引 き出す指導 を
常 に心 が けた。 また、前期 には2～3分 程度 だ った発音指導 の時間を10分に伸 ば して毎授業 の始
めに行 い、様 々な練習法 を試 みた。
3.3.1テ キス ト新 出語 の学習
新 出語 の学習 では毎 回、次 のよ うな練習 を行 った。
・モデル音 の リピー トではな く、何 タイプにな るか考 えて、 まず学習者 か ら発音 す る。
→ 発音 した音声 をa～cに 判別 す る。
→ 間違 えた ら他 の タイプで言 ってみ る。
→ 正 しい タイプを選択 し、練習、記憶 す る。
・名詞 か ら 「す る動詞」 にな る語 を見 つけて発音練習 す る(例:意 識 す る(a)、勉強す る(b))。
上手 く言 えない ときは、手 で高 さを表現 した り、 ドラム音 のCDを 聞いてテ ンポをキープ
した りしなが ら練習 した。
3.3.2合 成語 の学習
合成語 のア クセ ン トの主 な規則性 について、 日本放送文化研究所編(1999)付録 の資料集 「複
合名詞 の発音 とア クセ ン ト(pp30～62.)」を参考に、次の(1)(2)に 大別 した。
(1)cタ イプになるもの
① 後部要素 が漢字2字 の場合、後部要素 の第1拍 目で下 降す るcタ イプにな ることが多 い。
例)京 都(a)+大 学(b)→ きょ一 と1だ ヨいが く(c)
教員(b)+採 用(b)+試 験(b)→ きょ一いん1さ いよ一1し 〕けん(c)
ただ し、例外 に注意 す ること。個 々の語 の独立性 が高 い場合 には、 それぞれのア クセ ン ト
タイプが維持 され る(例:前 後(a)左 右(a)、20世 紀(c)後 半(b)、 臨機(a)応 変
(b)、千差(a)万 別(b))(6)。
② 後 部要素が漢字1字 の場合、前部 要素 の最後 の拍 で下 降す るcタ イプが多 い。ただ し、前
部最終 拍が特殊拍 や二重母 音な どの場合 は、 東京 アクセ ン トに関す るル ールii.(本稿4-
1.参 照)に よ り、下 が り目が1拍 前 に移動 す る(*で 例示 した)。
例)～ 駅(例:名 古屋 ヨ駅、*東 京駅)、～館、～県、～権(例:選 挙ヨ権、*参 政権)、～
区、 ～市、 ～省(例:財 務 ヨ省、*農 林水産省)、～人(例:中 国ヨ人(7))、～税、 ～率
(例:合 格コ率、*離 婚率)、～力(例:原 子 ヨ力、*読 解力)
③ 後部要素 がカ タカナ語 の場合、後部要素 がaタ イプ とcタ イプでは下 が り目の位置 が維持
され るが(例:服 装 マヨナ ー、太陽光 エネコル ギー)、後部要素 がbタ イプで は後部要素 の
第1拍 目で下 降す るcタ イプにな る(例:収 支 バヨ ランス、空 メヨール)(8)。
④ 後部要素 が 「だヨ らけ、 まヨみれ、ず 〕 くめ」 「が 〕 る、 めヨ く」 「(典型 を表 す)ら し
コい、 っぽコい」 な どの接尾辞 の場合 もcタ イプにな る。
例)間 違 いだコ らけ(*血 だ らけ(b))、 寒が〕 る、男 らし〕 い(人)、 嘘 っぽ〕い
(2)bタ イプになるもの
⑤ 後部要素 が 「化、性、 的、用、式、産、製、制、 中(ち ゅう)、上(じ ょう)、流、風(ふ
う)、向 き、向 け、方(か た)、がち、気 味、家(か)」 などの接尾辞や、「科、課、
語、部屋」 な どの語 の場合 もbタ イプにな る。
例)在 学 中、計算上、使 い方、病気 がち、風邪気 味、努力家、 日本語、子 ども部屋
以上 の うち、 特 にテキス トに頻 出す る(1)① のcタ イプ、(2)⑤ の 「～化、～性、 ～的」
「～語」 な どのbタ イプ、 それに 「す る動詞」 を加 えた三つの アクセ ン トに焦 点を絞 り、最重要
課題 とした。 これ らは必 ず習得 で きるよ う、本文 や作文 の音読、発話 時に、特殊 モー ラの長 さに
も留意 しなが ら発音 す るよ う促 した。 また、 で きるだけ一人 ずつ読 んだ り話 した りす る機会 を持
たせて確認 を行 った。例 えば次 のよ うにや りとりしなが ら進 めてい った(合 成語 の学習 時の録音
よ り記述。S:学 生、T:教 師)。
T「 これ、何 タイプ?」(「 反射」 の文字 を指差 して)
S(口 々に)「はん しゃ」 … 「bタイプ」
T「 もう一つ は?」
S「 運動」「bタイプ」
T「 ○○ さん、 じゃ、 いっ しょに して言 って くだ さい」
S1「 はん しゃ1う コん ど一」
T「 そう、cタ イプにな りま したね。 はい、皆 さんで どうぞ」
S「 反射運動」
3.3.3様 々な練習法
授業 は じめに設 けた10分程度 の発音練習 では、毎 回次 のよ うに項 目を絞 り、様 々な練習法 を試
みた。特殊 モー ラでは前期授業 で話題 とな った促音 を取 りあげ ることに した。
・1回 目 聞 き取 りテス ト①
・2回 目 ・3回 目 促音 の練習(ド ラム音CD併 用)
・4回 目～7回 目 歌教材 の歌詞 によ る練習(「～本/～ 杯」「て形」 に含 まれ る促音 な ど)
・8回 目 ア クセ ン ト型(平 板型 ・頭高型 ・中高型 ・尾高型)の 紹介
・9回 目 ・10回目 ペア会話練習(平 板型 ア クセ ン ト・尾高型 ア クセ ン トな ど)
・11回目 合成語 ア クセ ン トのま とめ
・12回目～14回目3モ ー ラ語 の 「リズム型+ア クセ ン ト型」パ ター ン練習(ド ラム音CD併
用)4モ ー ラ語 の 「リズム型+ア クセ ン ト型」パ ター ン導入
・15回目 聞 き取 りテス ト② と解答、 ア ンケー ト
(1)歌 詞 を用 いた発音練習
吉 田(2006)のオ リジナル歌教材 は、歌詞 か ら重要 な語句 や文法 が学 べ るよ うに工夫 して作詞
し、 メ ロデ ィー ライ ンが発話 時のア クセ ン トやイ ン トネー ションとで きるだけ同 じにな るよ うに
作 曲 されてい るとい う点 で、一般 の歌 とは大 きく異 な ってい る。 そ こで、 その中か ら 「踊 ってサ
ンバ」(五段動詞 を 「ます形」か ら 「て形」 に変え る練習 曲)と 「い っぽん!」(助 数詞 「本 ・杯」
を伴 う数 え方 の練習 曲)の2曲 を選 び、歌詞 を用 いた ラップ(rap)によ る発音練習を行 った。
例)吉 田(2006:32)「踊 って サ ンバ」
♪歌 っ て 歌 っ て 歌 っ て も っ と 踊 っ て 踊 っ て 踊 っ て も っ と
歌 っ て 踊 っ て ちょっと 待 っ て も う い ち ど ♪
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
動詞 の活用形 はア クセ ン トに規則性 があ り、体系 的な学習 が可能 であ る。今 回は促音 が多 く含
まれ るサ ビの部分 の歌詞 を取 りあ げ、AD図 を見なが ら発音練習 を行 った(図3)。 促音 の長 さ
を コン トロールす るためには、等速感 が不可欠 であ るが、学習者 自ら手 で軽 く机 を叩いて基本拍
を刻 み(↑ の部分)、 テ ンポを保 とうとす る姿勢がみ られ た。
う た っ て/お ど っ て も っ と/ち ょ っ と/ま っ て
図3「 踊 ってサ ンバ」 て形 のAD図
(2)ド ラム音併用 の発音練習、 ペア会話練習
赤木等(2010)では、 リピー トや シャ ドウイ ングなどの発音練習 に ドラム音が併用されている。
イ ン トロ2小 節 が練習 開始 の合 図にな ってお り、 それに続 く8ビ ー トに乗 ってテ ンポを保 ちなが
ら楽 しく発音練習 がで きる。 日本語 リズムの習得 に有効 だ と思 われたので、促音 の練習 に利用 し
た。
例)赤 木等(2010:35)
坂 ●●/作 家 ○ ●、事件 ●○/実 験 ○(⊃ 、主張 ●○/出 張(=)○
ペアで行 う会話練習 も大変有用だ と思われた。学習者が互いに聞 き合 いモニター となる ことで、
自己だ けでな く他者 の発音 への関心 が芽生 え、 クラス全体 が大 いに活性化 した。
例)赤 木 等(2010:61)
A箸 と橋、 同 じア クセ ン トですか。
B箸 は はコ し、橋 は は しヨですよ。
A箸 は はコ し、橋 は は し〕 、難 しいですね。大丈夫 で しょうか。
Bえ え、完壁 ですよ。/う ～ん、 ち ょっと違 いますね。
(3)「 リズム型+ア クセン ト型」のパ ター ン練習
音声教育 の難 しさの一 因 として、鹿 島(2006)は、初級 の最初 の発話 か ら練習 す るべ き音声項
目が同時に現 れ るため、 どの項 目か らどのよ うに導入 して練習 した らいいのか分 か らない ことに
よ ると指摘 した。 また、 単音、 リズム、 アクセ ン ト、 イ ン トネー ションな どの音声項 目の中で
「言語 的情報 を伝達す る上 で も、長 さと高 さの コン トロールが、 それぞれ リズ ム現象 とアクセ ン
ト現象 に密接 に関連 す る(鹿 島2006:120)」と考 え、 リズム とア クセ ン トを融合 した練習法 を推
奨 し実践 してい る(視 覚 的補助 としてAD図 を考案 し使用)。
実 際、教室 内外 で度 々み られ る ミス コ ミュニケー ションは、長 さと高 さの コン トロールの不具
合 によ るものが多 く、特 に特殊 モー ラに関 しては、母語 に関係 な く学習者共通 の問題点 だ といえ
る。 「リズ ム型+ア クセ ン ト型」 のパ ター ン練習 は、 こう した問題 の改善 に有 効だ と思われ たた
め、3モ ー ラ語 の15パター ンを手始 めに発音練習 を行 うことに した(9)。自作 の16ビー トドラム音
のCDを 併用 し、無意 味語 「パ」(図4)と 有意味語 によるモデル音 の リピー ト練習や、(リ ピー
トではな く)学 習者 だ けで続 けて発音 す るパ ター ン練習 も行 った。
① 普通 モー ラのみ21(長 短)型 リズム:3パ ター ン
② 特殊 モー ラを含 む21(長 短)型 リズム:6パ ター ン
③ 特殊 モー ラを含 む12(短 長)型 リズム:6パ ター ン
図4無 意 味語 による3モ ーラ語 の 「リズム型+ア クセ ン ト型」 パ ターン(1°)
4.結 果
3.で 述 べた練習法 を少 しずつではあ るが毎 回続 けてい るうちに、 ア クセ ン トを意識 す ること
が習慣 とな り、音読 や発話 時の発音 に も反 映 され るよ うにな った。例 えば、発音 の誤 りを 自ら気
づいて訂正 で きた り、他者 の発音 に も注意深 く耳 を傾 けて確認 し合 った りとい った積極 的な姿勢
がみ られた。授業 での1例 を次 に紹介 す る(音 読 時の録音 よ り記述S:学 生、T:教 師)。
T:「 ○○ さん、 そこ読んで くだ さい」
S':「 はい。 ところで、 日本語[に ほヨ ん ご]」(少し止 ま って訂正 し)[にほん ごで](ク ラ
ス全体、 クスクス と笑 い声)く しゃみを表 す音 はバ ク シ ョンが一般 的[い っぱん て き]
だが(こ こでS2が[い っぱんて き]と つぶ や く)、実 際[じ っさい]の 音 はど うだろうか」
T:「 いいですね。実 際の音 は どうですか」
録音 す ると知 らされて緊張 したためか普段 よ り慎重 な話 し方 ではあ ったが、合成語 のア クセ ン
トや リズム(こ こでは促音)に つ いて、学 んだ知識 をもとに自信 を もって読み進む姿 がみ られた。
皆 の前 で[にほん ご]と自己修正 で きた体験 は、忘れ られない思 い出(エ ピソー ド)と してク ラス
全員 に も共有 されたのではないだろ うか。
自分 の発音 に 自信 が持 てない ときは、音声機能付 きの電子辞書 を利用 した り、 隣の人 にたずね
て確 かめた りす る姿 もみ られた。 また、 あ るとき 「先生、鼻 と花、発音 は どう違 いますか」 とい
う質 問を受 けたため、平板型 をは じめ とす る四つのア クセ ン ト型 について紹介 し、慣用句 の学習
に関連 させた練習 を行 った。
例)平 板型(b)鼻 で(笑 う)、口を(割 る)/尾 高型(c)耳 ヨ に(す る)、胸ヨ が(騒 ぐ)
2.で 学習者 の問題点 としてあげた 「全体 に声 が小 さく不 明瞭」 とい う印象 も、後期 にはほ と
ん どみ られ な くな った。 「間違 えて も大丈夫」 を大切 に進めて きたことや、 ドラム音CDの 併用
で楽 しく練習 で きた ことが功 を奏 した もの と思 われた。
4.1ア クセ ン トタイプ聞き取 りテス トの結果
ア クセ ン トタイプについて、後期 の初 め と終 わ りに簡単 な聞 き取 りテス トを行 った(夏 休 み明
けの第1回 目および15回目の最終授業 時)。テス トの概要 は次 のとお りで ある。
被験者:2.の 学習者49名の うち、北方方言話者 の40名(男子16名/女 子24名)。
資料 語:3モ ーラ(11)の「リズム型+ア クセ ン ト型」15パター ンか ら一 つずつ選 んだ有意味語
(aタイプ ・bタ イプ各6語 、cタ イプ3語)。 親密度 の高 い と思 われ る食 に関 す る語
で、授業 で練習 していない もの。
方 法:2回 ずつ読 み上 げて録音(RolandR-09HR使用)し た資料語 を聞 き取 り、a～cで
解答。1回 目と2回 目の順番 は少 し変 えて行 った。1回 目の解答用紙 は返却 せず、正
答 も2回 目のテス トが終 わ るまで知 らせなか った(12)。
結 果:被 験者 全体の1回 目の正答率 は65.70±16.97%であ ったが、2回 目には75.00±17.03
%に 上昇 し、 大 き く有意 差が み とめ られ た(pvalue-0.00026)。アクセ ン トタイプ
別 ではa～c全 ての タイプの正答率 が上昇 した。 しか し、abタ イプに比 べてcタ イ
プの正 答率 の低 さは顕 著であ った(図5)。 また、被験者個別 の正 答率 につ いて は約
7割に向上 がみ られたが(13)、成績 が変 わ らなか った者 が2割 、下 が って しま った者 が
約1割 いた。
図5全 体 およびアクセ ン トタイプ別 の正答率 の推移
cタ イプ につ いて資料語別 に詳 しくみ る と(表1)、 特 に特殊 モーラを含 む 「さとう」 と 「お
でん」 の1回 目の正答率 が極 めて低か った ことがわか る。 これ らcタ イプは中高型に相 当 し、2.
3の磯村(1996b)の結果 とも一致 した。 しか し、2回 目のテス トでは、正答率 が著 しく上昇 し
た(↑)。
4.2ア ンケー トの結果
2回 目の聞 き取 りテス トの
際に行 った 「音声学習 につい
ての満足度 に関す る5段 階評
価 」 で は、 学 習者 の大 半 が
「楽 しか った」「発音 が向上 し
た」 と回答 した。 また、 「特
に役 に立 った」 と答 えた項 目
は 「abcタ イプの使用」 を
は じめ図6の とおりであった。
図6特 に役に立ったと思う項目
5.考 察
前期に手探 りで始めた発音指導であったが、後期には4.結 果で述べたような様々な学習効果
があらわれ、中上級レベルの総合 日本語講座でも、学習者の発音が徐々に改善されることがわかっ
た。特に合成語に関して、音読や発話時の発音の誤 りを学習者が自ら見つけて修正できる 「自己
モニター」の能力が育成できたことは大 きな成果だと考えられる。教える側の事情から、 ともす
れば文法をはじめとする主要な学習項 目の教授で手一杯になりがちである。また、発音は能力差
が大 きく、 クラス単位 での指導 は当初難 しい もの と思 われた。 しか し、学習者 が 自律 的に学 べ る
よ うな練習法 を工夫 し、項 目を 「焦点化」 す ることによ って、音声 について も負担 な く指導 す る
ことがで きた。 明確 な規則性 が得 られれば、学習者 も無理 な く学 べて 目標 が達成 しやす くな る。
目標達成 は 自信 とな り、次 の新 たな課題 へ と 「モチベー ション」 はつなが ってい く。主要 な学習
項 目同様、 こうした正 のサイ クルを音声項 目に関 して も育 ててい く必要 があ ると強 く感 じた。
さて、 このよ うに本研究 で大切に進 めて きたテーマは 「学習者 の自律性を引 き出す指導」であ っ
た。人 は誰 しも必 ず 自律 の精神 を持 ってい るものだ。 ゆえに、 その引 き出 し方(学 習者 が 自律 的
に学 べ るよ うな練習法 を工 夫す る こと)が 重 要で ある。 アクセ ン トの学習 で は、判別 法 と して
「アクセ ン トタイプabc」 を考案 して用 いたが、 これ は自律的 な学習 を進 め る上で非常 に有用
だ った と考 えてい る。 これ ら三 つのア クセ ン トタイプを毎授業 時H・Bに マ グネ ッ トパ ネルで提
示 したため、常 に学習者 の意識 す るところ とな り、発音 について学 ぶ ことが当た り前 とな った。
また、何 よ りシンプルに 「a」「b」などと答え られ るので、語句 を見て何 タイプか想像 したり、
自己や他者 の発音 を聴覚 的に判別 した りす る練習 が、 限 られた時間内で効率良 く行 われた。 そ し
て、 それ らの組 み合 わせによ る合成語 の学習 も、 ま るでパ ズルやゲームを楽 しむかのよ うに興味
を持 って取 り組 む ことがで きた(学 習者 もこの方法 が特 に役 に立 った と答 えてい る(図6))。 そ
の際、 「間違えて も大丈夫」「間違 えた ら他 の タイプで言 ってみよ う」 と常 に伝 えたので、学習者
は失敗 を気 にす ることな く、 は っきりと声 に出 して答 え られ るよ うにな った。 間違 えた ときには
「他 の タイプで も練習で きて勉強 にな った」 と、 む しろプ ラスに評価 した。一 つ一つ は小 さな働
きか けだが、継続 によ って学習者 の 自律性 が少 しずつ引 き出せた もの と考 えてい る。
音声 は声 に した端 か ら消 えて しま うため、 マ グネ ッ トパ ネルのよ うな視覚 的補助教材 は 「AD
図」 とともに指導 には不可欠 な もの とな った。 また、聴覚 的補助 に用 いた 「ドラム音CD」 は声
の長 さの コ ン トロールに必 須な等速感 の、 「ペアによ る会話練習」 は共 に学 ぶ姿勢の育成 に有効
だ った と思 われ る。 こうした様 々な練習法 や学習教材 は全 て、学習者 の 自律性 を引 き出 し、発音
学習 を意欲 的に行 うことで、指導 目標 であ る 「ア クセ ン トの下 が り目の有無 や位置 が意識 で きる
こと」 を達成 させよ うとす る意 図を もって採用 し、実践 した。 そ して、 その学習効果 をはか る1
方法 として行 った 「ア クセ ン トタイプ聞 き取 りテス ト」 では、指導 の実践前後 で有意差 を もって
向上 がみ とめ られた(図5)。
ところが、残念 な ことに学習者(被 験者)全 員 の 目標達成 には至 らなか った。 聞 き取 りテス ト
で成績 が下 が って しま った者(約1割)や 変 わ らなか った者(2割)の 大半 は、欠席 ・遅刻 によ
る練習不足 が原 因か と思 われ るが、 中にはそ うい った理 由ではない と思 われ る者 が3名 いた。 そ
の うちの2名 は、cタ イプがよ く聞 き取 れ るよ うにな った一方 で、他 の タイプをcタ イプに聞 き
誤 る傾 向がみ られた。1回 目のテス ト終了後、全体 的にcタ イプの正答率 が低 い ことを伝 えて授
業 で意識 して取 り組んだ結果、cタ イプに過剰 に反応 したもの と思 われる。 また、残 りの1名 は、
特殊 モー ラを含 むcタ イプの 「さとう」 と 「おでん」 が2回 とも全 く聞 き取 れなか った(こ の こ
とは、 正答率が上昇 した者(全 体 の約7割)の 数人 に も同様 にみ られた)。や はり、磯村(1996
b)の 結論 の とお り、 中高型(こ こではcタ イプ)の 語 は、型 を記憶 しなければ習得 で きないの
だろ うか。
しか し、表1を 見 ると、普通拍 のcタ イプ 「たま ご」 に関 しては正答率 が比較 的高 く(1回 目
60%、2回 目70%)、2回 目の結果 はabタ イプとの差 があ まりないと言 って も良 い。 また、特
殊 モー ラを含 む 「さとう」 と 「おでん」 も、2回 目には被験者 の約半数 が聞 き取 れ るよ うにな っ
た(正 答率 はそれ ぞれ45.0%、52.5%)。3モーラ語 に関 して だ けで はあるが、中高型(cタ イ
プ)も 、練習 によ って聞 き取 り能力 が向上 す るとい う可能性 が示 唆 された。
例 え ば、2回 目のテス トで誤 りが1問 以下 の好成績 者(2割 半)の 中 には、1回 目の正答率
(46.7%)を倍増 させ た者 がい たが、cタ イ プの聞 き取 り能力 も大 きく向上 してい る。cタ イプ
について1回 目は全3問 とも不正解 であ ったが、2回 目には全 問正解 とな った。何度 間違 えて も
諦 め ることな く、大 きな声 で楽 しそ うに練習 し続 け る姿 に触発 された学習者 は多 か った と思 われ
る。 や りがいを感 じて、筆者 自身 もさらに意欲 的に取 り組 む こととな った。
5.お わ り に
今 回は中上級 クラスのため合成語 が中心 の学習 だ ったが、音声 について規則 的に学 べ る項 目は
初級 に も多 くみ られ る(例:動 詞 ・形容詞 の活用形、助数詞 を伴 う数 え方、 オ ノマ トペ)。いつ、
どこで、 どんな練習 を行 った らいいか、総合 テキス トを用 いた一般 的な 日本語 クラスにおけ る音
声教育 の可能性 を今後 も探 ってい きたい と考 えてい る。
注
(1)岐阜県内の私立大学。
(2)階段状の図形はab表記とともに鹿島(2006)の韻律表示から借用したものである。
(3)鹿島央(名古屋大学留学生センター教授)考案の表記法。
(4)「日本語のリズムは拍を基本とするのではなく、リズムユニットという2拍と1拍のまとまりが特徴的に組み合わさ
れることで実現される」としている。
(5)赤木等(2010)では8ビートのドラムCDが用いられている。
(6)固有名詞のアクセントのみ保持される例もみられる(例:宮崎駿作品 みや〕ざき はやお1さ〕くひん)。
(7)日本人(にほんじ一 ん)は例外である。
(8)略語の場合、bタイプになることがある(例:省エネ、ゆるキャラ、着メロ)。
(9)2モー ラ語にはcタイプがないため、3モーラ語からの練習が妥当だと思われた。
(10)②のcタイプ、③の促音のパターンがないのは、東京アクセントに関するルール 「血。特殊拍(長音・撥音・促音)
や連母音の次の音では下がらない」というルールによるものである(本稿3.2参照)。
(11)4モーラ以上の語では中高型(cタイプ)は2種類以上あり、下がり目の位置の判別がより難しくなる。
(12)正答を記憶して答えるのではなく、正しく聞き取れるかどうか確かめるためである。
(13)1回目・2回目ともに変わらず正答率が100%だった2名を含む。
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